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参考資料３ 脱炭素先行地域の
「住民等の行動変容」取組事例
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（参考）脱炭素先行地域の「住民等の行動変容」取組事例①

阪神大物地域ゼロカーボンベースボールパーク整備計画
～地域課題解決型！官民連携事業～

（兵庫県尼崎市）

＜阪神タイガースファームにおける「ゼロカーボンベースボー
ルパーク」の実現＞
⚫ 2025年3月に開業のゼロカーボンベースボールパークにおいて、小

田南公園内や試合の中で脱炭素の取組を周知し、ゼロカーボ
ンナイター（CO2フリー電気、バイオマス素材の活用、プラス
チックリサイクルの強化）の開催等を予定

⚫ 公共交通機関を利用した来場の呼びかけやEVバス・シェアサイ
クルの導入により、交通の脱炭素化と渋滞の緩和を進める

＜電子地域通貨「あま咲きコイン」の活用＞
⚫ 電子地域通貨「あま咲きコイン」を活用し、省エネ家電の買替、

エコ活動（環境学習への参加、EVカーシェアの利用等）に対
してポイント付与をすることで、消費活性化とエコ推進の両立、Ｓ
ＤＧｓの取組みの加速化を進めている

脱炭素で磨き上げる都市の魅力
～「行きたい」「住みたい」「安心できる」千葉市へ～

（千葉県千葉市）

＜グリーン・MICEエリア大規模集客施設等でのナッジ
施策の実施＞
⚫ 「ZOZOマリンスタジアム」や「幕張メッセ」等の大規模集客施設

で行われるイベントにおいて、飲食で使用した割りばし等を回収
し、バイオマス燃料として活用する取組みを実施

⚫ 今後も、出演アーティストからの呼びかけや、SNSの活用によ
る行動変容の推進を予定
⚫ Brew at the Zoo（令和5年10月14日、21-22

日）：飲食で発生した割りばし及び串を回収。楽しみな
がらできる資源回収を目指し、割りばし等を投票券に見
立てて、「一緒に写真を撮りたい動物投票」を実施

⚫ X Games Chiba 2023（令和5年5月12-14日）：
会場内外の飲食において発生した割りばし及び串（木製、
竹製）をバイオマス資源として回収。割りばしの一部を活
用し、キャンプ事業者と共同で製作した「花炭体験キット」
を、市内のキャンプ場（small planet CAMP&GRILL、
千葉ウシノヒロバ）で配布
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（参考）脱炭素先行地域の「住民等の行動変容」取組事例②

3rd
(env.go.jp)

京都の文化・暮らしの脱炭素化で地域力を向上させる
ゼロカーボン古都モデル
（京都府京都市）

＜大学等との連携による先行地域をフィールドとした
ローカルグリーン人材育成＞
⚫ 先行地域をフィールドに、学びを通じ、脱炭素型ライフスタイル

への行動変容を進め、社会や地域等での脱炭素の取組を牽
引するグリーン人材の育成を目指す。さらに、グリーン人材育成
拠点の脱炭素化に向け、大学のキャンパスの屋根等に太陽光
発電を最大限設置するほか、蓄電池の併設や再エネ調達によ
り脱炭素転換に取り組む。

⚫ 学生・地域企業等の行動変容：太陽光発電施設を導
入するグリーン人材育成拠点をフィールドに、理解醸成と
行動変容につながるイベントや講座などを企画

⚫ 修学旅行での行動変容：脱炭素転換した寺社・大学
等をEVタクシーで巡る修学旅行を探究学習プログラムとし
て企画

（グリーン人材育成イベント）

デジタルを活用した「会津若松モデル」による
ゼロカーボンシティ会津若松の実現

（会津若松市・福島県）

＜デジタル地域通貨「会津コイン」の導入と「環境価値の
地域循環サービス」の連携＞
⚫ デジタル田園都市国家構想推進交付金により実装されたデジ

タル地域通貨「会津コイン」を「地域通貨アプリ」と連動させ、
再エネ電力の決済手段としての活用、省エネ家電の購入、ご
み減量など脱炭素に資する行動に対するインセンティブを高める
ことで、市民や事業者の行動変容を促進

⚫ 家庭への電力需要や発電量の可視化センサー（スマートメー
ター）の設置を行い、「電力見える化アプリ」と連動させること
で、「どのような機器を利用すると電力需要が増加するのか」
の体験をしてもらい、省エネ行動を促す

⚫ 施策間連携により、地域内での資金とデータの循環を可能とす
ることで、脱炭素化とともに、高付加価値のビジネスモデル構築
の同時実現を目指す



4

（参考）脱炭素先行地域の「住民等の行動変容」取組事例③

PowerPoint 

4th

109万市民の″日常″を脱炭素化 ～ 「働く人」「暮らす人」「訪れる
人」が豊かな時間を過ごせる″新たな杜の都″～

（宮城県仙台市）

＜各エリアで東北大学の知見を活用しながら、行動変
容施策を展開＞
＜定禅寺通エリア（働く・集う場所）：業務ビル脱炭素リノベーション、
ZEB改修体験会・普及啓発セミナー開催＞
⚫ 既存テナントビルのZEB改修等を進めるほか、低層階リノベーションの

独自支援を実施。また、現場体験会及び普及啓発セミナーを通してビ
ルオーナーの意識啓発と、地元事業者の技術力・競争力向上を図る

＜泉パークタウンエリア（暮らす場所）：既存住区 DR/VPP実施＞
⚫ 市内最大の住宅地である泉パークタウンエリアでは、太陽光発電・蓄

電池に加え、設備を自動制御するDR/VPPによるエネルギーマネジメ

ントシステムを導入し、住民の行動変容を促す
＜東部沿岸エリア（学ぶ・楽しむ場所）：脱炭素モビリティ体験提供＞
⚫ 公共交通空白地域の東部沿岸エリアに EV カーシェア・電動シェアサ

イクルを導入し、デジタルマップに当該モビリティ情報を掲載して利用を
図り、学ぶ・楽しむために当該地域を「訪れる人」の周遊を促進する

再生可能エネルギーを活用したゼロカーボン防災型まちづくり
～カルテを使った住民と創る町全域の脱炭素計画～

（高知県黒潮町）

＜町内全戸の「脱炭素カルテ」作成による各家庭に合っ
た省エネ・再エネ設備導入＞
⚫ 南海トラフ巨大地震による最大津波浸水想定区域の全世帯

を対象とした「戸別津波避難カルテ」を作成した経験・ノウハウを
生かし、「脱炭素カルテ」を全世帯（5,380戸）で作成し、各
家庭に合った省エネ・再エネ設備の導入を促進

⚫  「脱炭素カルテ」は、戸別に繰り返し訪問して直接コミュニケー
ションをとることで、事業説明、ニーズおよび現状の把握、周知
啓発、支援の案内、効果測定及びアフターフォローなど総合的
なソフト対策として実施するものである

⚫ 脱炭素カルテ実施により町民全員が再エネや省エネに関心を
持つようになり、地元産の再エネの購入に繋がり、地域の資源
を活用して地域が消費する地域経済循環に繋がっていくことを
期待 【↓脱炭素カルテのイメージ図】
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